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印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
八
巻
第
二
号　

令
和
二
年
三
月

八
八

『
守
護
国
界
章
』
中
之
下
巻
に
お
け
る
「
牛
車
」
に
つ
い
て

英

　

　

亮

一
　
問
題
の
所
在

『
守
護
国
界
章
』（
全
九
巻
）
と
は
、
最
澄
（
七
六
六
―
八
二
二
）
と
徳

一
（
生
没
年
不
詳
）
の
間
で
行
わ
れ
た
、
所
謂
三
一
権
実
論
争
に
お
け

る
最
澄
の
著
作
で
あ
る
。
こ
の
最
澄
撰
『
守
護
国
界
章
』
は
、
田
村
晃

祐
氏
の
『
最
澄
教
学
の
研
究
』
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
全
体
を
網
羅
す

る
研
究
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
田
村
氏
の
研
究
の
中
で
詳
し
く

言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
が
、『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
の
「
火
宅
三
車
の

譬
喩
」
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
、『
守
護
国
界
章
』
中
之
下

巻
「
助
照
如
来
使
所
伝
三
車
体
章
第
二
十
五
」
で
あ
る
。
こ
の
箇
所

は
、
内
容
が
煩
雑
で
あ
り
、
互
い
の
批
判
の
意
図
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
従
来
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

『
守
護
国
界
章
』
中
之
下
巻
の
一
つ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、
牛
車
の
体
に

関
す
る
最
澄
・
徳
一
の
議
論
を
取
り
上
げ
、
互
い
の
批
判
と
そ
の
原
因

を
考
察
し
、
論
争
に
お
け
る
両
者
の
『
法
華
経
』
理
解
を
よ
り
鮮
明
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

先
に
両
者
の
主
張
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
両
者
は
、「
諸
法
実
相
」

を
牛
車
の
体
と
す
る
か
否
か
、
と
い
う
点
か
ら
相
手
を
批
判
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
両
者
の
議
論
の
原
因
と
な
る
の
は
、
互
い
の
「
諸
法
実

相
」
の
扱
い
を
認
め
な
い
点
に
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、

「
助
照
如
来
使
所
伝
三
車
体
章
第
二
十
五
」
の
文
脈
に
沿
っ
て
、
以
上

の
点
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

二
　
最
澄
側
の
牛
車
の
体
に
関
す
る
見
解

ま
ず
、
最
澄
側
は
『
法
華
文
句
』
巻
五
下
に
基
づ
き
、
牛
車
の
体
を

「
諸
法
実
相
」
と
定
義
す
る
。

山
家
云
。
依
二
天
台
智
者
一
明
、
諸
法
実
相
、
正
是
車
体
。
一
切
衆
宝
荘
厳
、
皆

荘
厳
具
耳
。
至
二
賜
車
文
中
一、
当
二
点
出
一。 

 

 

（『
天
台
法
華
義
』・
伝
全
二
、
四
八
九
）

こ
の
最
澄
側
の
主
張
の
典
拠
は
、『
法
華
文
句
』
巻
五
下
の
文
章
と

見
ら
れ
る
。
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八
九

『
守
護
国
界
章
』
中
之
下
巻
に
お
け
る
「
牛
車
」
に
つ
い
て
（
英
）

世
人
明
二
仏
乗
一、
乗
体
有
レ
異
。
光
宅
、
取
二
仏
果
究
竟
尽
・
無
生
二
智
一、
為
二

車
体
一
…
私
謂
。
諸
師
釈
二
仏
乗
之
体
一、
而
競
指
二
具
度
一。
何
異
三
衆
盲
触
レ
象

争
二
其
尾
牙
一。
依
二
天
台
智
者
一
明
、
諸
法
実
相
、
正
是
車
体
。
一
切
衆
宝
荘

校
、
皆
荘
厳
具
耳
。
至
二
賜
車
文
中
一、
当
二
点
出
一。 

 

 

（『
法
華
文
句
』・
大
正
三
四
、
七
一
中
）

『
法
華
文
句
』
巻
五
下
で
は
、
法
雲
（
四
六
〇
―
五
二
九
）
等
の
諸
師

が
牛
車
の
体
を
智
慧
と
す
る
の
に
対
し
、
天
台
で
は
「
諸
法
実
相
」
を

牛
車
の
体
と
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
法
華
文
句
』
巻
五
下

の
見
解
を
、
最
澄
側
は
仮
称
『
天
台
法
華
義
』
に
お
い
て
踏
襲
し
た
の

だ
ろ
う
。

二
　 「
最
澄
側
の
牛
車
の
体
に
関
す
る
見
解
」
に
対
す
る
徳

一
の
反
論

次
に
、
徳
一
は
、「
諸
法
実
相
」
は
真
如
で
あ
る
た
め
、
牛
車
の
体

と
は
な
り
得
な
い
と
し
、「
無
漏
種
智
」
を
体
と
す
べ
き
だ
と
最
澄
に

反
論
す
る
。

今
謂
不
レ
爾
。
有
二
二
失
一
故
。
一
違
教
失
。
二
能
所
不
別
失
。
違
教
失
者
、
経

云
、
我
為
二
汝
等
一、
造
二
作
此
車
一、
此
即
無
漏
種
智
。
従
レ
因
生
故
、
名
二
造
作
一。

是
有
為
無
常
義
。
彼
諸
法
実
相
、
此
真
如
理
。
不
二
従
レ
因
生
一、
云
何
造
作
。

是
名
二
違
教
失
一。 

（『
中
辺
義
鏡
』・
伝
全
二
、
四
八
九
―
四
九
九
）

『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
に
「
我
、
汝
等
の
為
に
こ
の
車
を
造
作
す
」

（
大
正
九
、
一
四
中
）
と
あ
る
の
は
、「
無
漏
種
智
」
が
「
造
作
」
す
る
た

め
だ
と
徳
一
は
い
う
。
徳
一
が
「
無
漏
種
智
」
を
牛
車
の
体
と
す
る
の

は
、『
法
華
玄
賛
』
巻
五
末
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

仏
果
牛
車
、
以
二
四
智
中
一
切
種
智
一
為
レ
性
。
即
後
得
智
。
因
車
以
二
妙
観
察

智
・
平
等
性
智
一、
二
智
中
種
智
為
レ
体
。
雖
二
五
智
慧
皆
是
一
乗
一、
今
此
但
取
二

菩
提
相
中
種
智
一
為
レ
体
。 

 

 

（『
法
華
玄
賛
』・
大
正
三
四
、
七
五
〇
下
）

右
記
に
基
づ
い
て
、
徳
一
は
牛
車
の
体
を
「
無
漏
種
智
」
と
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
徳
一
は
、「
諸
法
実
相
」
は
真
如
の
理
で

あ
り
、
因
か
ら
生
じ
る
も
の
で
な
い
と
す
る
。
こ
の
徳
一
の
見
解
は
、

『
法
華
玄
賛
』
巻
五
末
の
「
理
を
以
て
車
体
と
為
す
と
説
か
ず
」（
大
正

三
四
、
七
五
〇
下
）
と
い
う
文
言
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）
1
（

。
し

た
が
っ
て
、「
諸
法
実
相
」
が
牛
車
の
体
と
す
る
最
澄
説
は
、『
法
華
経
』

の
「
我
、
汝
等
が
為
に
こ
の
車
を
造
作
す
」
と
い
う
文
言
と
矛
盾
す
る

と
徳
一
は
断
じ
る
。

三
　
徳
一
の
反
論
に
対
す
る
最
澄
の
批
判

最
後
に
、
最
澄
は
、
徳
一
が
固
執
し
て
い
る
「
無
漏
種
智
」
を
体
と

す
る
牛
車
は
、
実
際
に
は
存
在
し
な
い
仮
の
牛
車
で
あ
る
と
批
判
す

る
。
さ
ら
に
、
実
の
牛
車
の
体
は
「
真
如
縁
起
」
す
る
た
め
に
、「
諸

法
実
相
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
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九
〇

『
守
護
国
界
章
』
中
之
下
巻
に
お
け
る
「
牛
車
」
に
つ
い
て
（
英
）

此
説
自
害
。
門
外
三
車
、
是
仮
不
レ
実
。
有
為
無
常
。
是
故
、
三
車
倶
開
、
同

帰
二
一
車
一
。
其
一
大
車
者
、
経
云
、
以
二
衆
宝
物
一、
造
二
諸
大
車
一
也
。
都

不
レ
同
二
彼
門
外
三
車
一。
吾
為
二
汝
等
一、
造
二
作
此
車
一、
此
門
外
車
、
無
二
能
所
造

宝
物
一。
是
故
仮
空
。
今
一
大
車
、
能
造
宝
物
、
此
数
不
レ
少
。
所
造
大
車
、
其

数
無
量
。
門
外
三
車
、
依
他
縁
生
所
造
作
故
、
唯
仮
不
レ
実
。
露
地
一
車
、
真

如
縁
起
所
造
作
故
、
唯
実
不
レ
仮
。
法
身
流
転
外
、
更
無
二
他
物
一
故
。 

 

（『
守
護
国
界
章
』・
伝
全
二
、
四
八
九
）

最
澄
は
、
徳
一
が
固
執
す
る
「
無
漏
種
智
」
を
体
と
す
る
牛
車
と
い

う
の
は
、「
依
他
縁
生
造
作
の
故
に
、
た
だ
仮
に
し
て
実
な
ら
ず
」
と

し
て
、
火
宅
か
ら
諸
子
を
出
す
た
め
の
仮
の
牛
車
で
あ
る
と
批
判
す

る
。
そ
の
一
方
で
、
実
の
「
一
大
車
」
は
「
能
造
の
宝
物
は
こ
の
数
少

な
か
ら
ず
。
所
造
の
大
車
は
、
そ
の
数
無
量
」
で
あ
り
）
2
（

、「
諸
法
実
相
」

を
具
え
て
い
る
と
最
澄
は
示
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
）
3
（

。
ま
た
、
最
澄

は
、
門
外
に
あ
る
実
の
牛
車
は
「
真
如
縁
起
所
造
作
」
し
た
も
の
だ
と

い
う
。
こ
の
主
張
は
、
実
の
「
一
大
車
」
で
あ
る
牛
車
の
体
を
「
諸
法

実
相
」
と
し
、
徳
一
の
「
諸
法
実
相
は
真
如
の
理
、
因
従
り
生
ぜ
ず
」

と
い
う
「
違
教
失
」
を
斥
け
る
も
の
だ
ろ
う
）
4
（

。

結
論

『
守
護
国
界
章
』
中
之
下
巻
「
助
照
如
来
使
所
伝
三
車
体
章
第

二
十
五
」
に
お
け
る
、
牛
車
の
体
に
関
す
る
両
者
の
見
解
を
ま
と
め
る

こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
最
澄
は
、
牛
車
の
体
を
「
諸
法
実
相
、
正
し

く
こ
れ
車
体
」
と
し
、「
真
如
縁
起
所
造
作
」
す
る
車
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
徳
一
が
固
執
す
る
「
無
漏
種
智
が
因
に
従
っ

て
生
」
じ
る
と
い
う
「
依
他
縁
生
所
造
作
」
の
仮
の
牛
車
は
存
在
し
な

い
と
批
判
す
る
。
次
に
、
徳
一
は
、「
諸
法
実
相
は
こ
れ
真
如
の
理
な

り
。
因
従
り
生
ぜ
ず
」
と
し
て
、
門
外
の
牛
車
の
体
を
「
諸
法
実
相
」

と
す
る
最
澄
の
説
を
斥
け
る
。
徳
一
に
よ
る
と
、
あ
く
ま
で
牛
車
の
体

は
「
無
漏
種
智
」
で
あ
る
と
い
う
。

つ
ま
り
、
両
者
は
牛
車
の
体
を
「
諸
法
実
相
」
と
す
る
か
、
否
か
と

い
う
点
で
議
論
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
諸
法
実
相
」
に
関
す

る
見
方
の
相
違
が
原
因
と
な
っ
て
お
り
、『
守
護
国
界
章
』
の
他
の
箇

所
の
議
論
と
同
様
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
）
5
（

。
両
者
は
、
互
い
の
「
諸
法
実

相
」
観
を
理
解
せ
ず
、『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
「
火
宅
三
車
の
譬
喩
」

に
当
て
は
め
て
解
釈
し
た
た
め
に
、
論
争
に
発
展
し
た
と
推
察
さ
れ

る
。1　

 

ま
た
、『
法
華
玄
賛
義
決
』（
慧
沼
﹇
六
四
八
―
七
一
四
﹈
撰
）
に
も
同

様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

又
云
。
我
今
為
レ
汝
造
二
作
此
車
一
故
、
理
喩
二
宝
所
一。
先
有
非
レ
作
、
有

為
修
生
説
二
造
作
等
一。
不
レ
可
レ
説
レ
言
二
化
城
一
。
雖
三
理
亦
説
二
造
作
一
、

彼
但
造
名
レ
無
二
実
体
一
故
、
牛
車
同
彼
子
応
レ
捨
レ
之
。
若
取
二
実
理
一

不
レ
説
二
造
作
一。
広
有
二
多
証
一
、
繁
不
二
具
引
一
。
故
以
レ
宝
取
三
喩
レ
理
。

車
喩
二
智
勝
一。 

（『
法
華
玄
賛
義
決
』・
大
正
三
四
、
八
六
九
上
）

 
　

こ
の
よ
う
に
、『
法
華
玄
賛
義
決
』
に
お
い
て
も
、
理
は
宝
所
で
あ
り
、
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九
一

『
守
護
国
界
章
』
中
之
下
巻
に
お
け
る
「
牛
車
」
に
つ
い
て
（
英
）

車
は
有
為
・
造
作
を
指
す
と
あ
る
。

2　

こ
の
文
は
、『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
の
文
を
要
約
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

是
大
長
者
、
財
富
無
量
。
種
種
諸
蔵
、
悉
皆
充
溢
、
而
作
二
是
念
一。

我
財
物
無
極
、
不
下
応
以
二
下
劣
小
車
一
与
中
諸
子
等
上。
今
此
幼
童
、

皆
是
吾
子
。
愛
無
二
偏
黨
一。
我
有
二
如
是
七
宝
大
車
一、
其
数
無
量
。
応

当
等
心
各
各
与
レ
之
。
不
二
宜
差
別
一。
所
以
者
何
。
以
二
我
此
物
一、
周

給
二
一
国
一、
猶
尚
不
レ
匱
。
何
況
諸
子
。 

（
大
正
九
、
一
二
下
―
上
）

3　
『
法
華
文
句
』
巻
五
下
（
大
正
三
四
、
七
二
中
―
下
）
に
お
け
る
、『
法

華
経
』「
譬
喩
品
」（
大
正
九
、
一
二
下
―
上
）
の
注
釈
に
は
、「
其
数
無
量
」

で
あ
る
牛
車
は
「
皆
開
示
二
実
相
一
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
基
づ
き
、

「
一
大
車
」
は
「
諸
法
実
相
」
を
具
し
て
い
る
と
最
澄
は
認
識
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

4　

こ
の
と
き
最
澄
は
、「
諸
法
実
相
、
正
是
車
体
」
を
「
真
如
縁
起
所
造

作
」
と
い
う
形
で
証
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

5　
『
守
護
国
界
章
』
の
他
の
箇
所
と
は
、
下
之
上
巻
「
弾
麁
食
者
謬
破
一

切
有
情
皆
悉
成
仏
章
第
一
」、
下
之
中
巻
「
救
眞
如
所
縁
縁
種
子
章
第
四
」

等
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
徳
一
が
「
凝
然
真
如
」
を
主
張
し
、
最
澄
が

「
隨
縁
真
如
」
を
も
っ
て
徳
一
を
批
判
し
て
い
る
。
最
澄
の
「
隨
縁
真
如
」

説
に
関
し
て
は
、
湛
然
（
七
一
一
―
七
八
二
）
の
思
想
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
後
考
を
期
し
た
い
。

〈
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献
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て
」『
印
度

学
仏
教
学
研
究
』
第
五
九
巻
第
二
号
、
二
〇
一
一

田
村
晃
祐
『
最
澄
教
学
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
九
二

蓑
輪
顕
量
「
最
澄
の
真
如
理
解
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
〇
巻
第
一

号
、
一
九
九
一

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　
『
守
護
国
界
章
』、
三
一
権
実
論
争
、
牛
車

（
大
谷
大
学
大
学
院
）
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